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我が国における教育機関での SL 導入は，2002 年の中央教育審議会答申「青尐年の奉仕活動・体










容とが合致した貢献であるという視点も必要となる。つまり，効果的な SL には，学生の教育効果 
                                             


















 参加学生のうち 2010 年に参加した 2 名の振り返りシートからその学生の変化をみる。抽出する
学生 2 名（2 年生）は，所属学科による差異を比較しやすくするため，教員もしくは保育士をめざ






















1 海外 SL（カンボジア）の概要 
2009 年から実施している海外 SL（カンボジア）は「特別研究Ⅱ（海外サービスラーニング・カ
ンボジア）」（2 単位）として科目設定している。全学共通で行っている「初年次 SL」の上位プログ

























 参加学生の内訳は，2009 年度 9 名（教育福祉 6 名，人間心理 1 名，ビジネス行動 2 名），2010





（1）こども学専攻 A 学生 



























（2）福祉学専攻 B 学生 











































とと，事前学習後，現地活動中，現地活動後の 3 段階かつ 2 レベル（個人とグループ）に振り返り
を構造的に位置づけていたことが，学生の学びにつながっていると考えられる。 
 





























































（表 1・2 ともに学生の振り返りシートより筆者が抜粋しまとめた） 
 
2 活動地域のインタビューを通して 












































































































1 SL の 3 つの構成要素からの検討 
（1）教育効果 






























来の SL 活動であり，学生と地域住民との協働プログラムの在り方と言える。 
 
2 今後の課題 
 以上，海外 SL（カンボジア）の事例をもとに，SL の 3 つの構成要素の観点から学生に対する教
育効果および地域のニーズに基づいた貢献活動についてそれぞれ言及してきた。ここでは，発展途
上にある海外 SL（カンボジア）プログラムの課題を提示しておきたい。 



















 これら課題をもとに，SL の 3 つの構成要素をバランスよく機能させることで，さらなる学生の











部 SL（Northwest Service-Learning）」の示す SL の 3 つの構成要素を援用する。 
iii 山本秀樹（2010）「ジェネリックスキル獲得に向けた大学教育プログラムの研究-海外サービスラ





v 本学は，カンボジアの Norton University と協定を締結しており，活動先と調整する際の仲介的
役割を担っている。 





















































"Clear learning objectives" "Match the pure needs of the community" "Systematic 
reflection" are components of Service Learning Program. In this paper, Based on the Overseas 
Service Learning program (Cambodia), to analyze the regional contribution and educative 
effect from viewpoints of three components, for constructing a more effective Service Learning 
Program. 
 
 
 
